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な
い
状
態
だ
。
次
回
入
荷
は
不
明

と
張
り
紙
が
あ
る
。
よ
う
や
く
目

に
し
て
も
驚
く
ほ
ど
高
い
。
パ
ン

や
麺
類
で
何
と
か
し
の
い
で
は
い

る
が
、
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
を
持

つ
家
庭
は
大
変
だ
ろ
う
▼
農
水
省

は
「
米
の
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
」「
新
米

が
出
回
れ
ば
品
薄
感
は
解
消
さ
れ

る
」
と
、
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う

な
対
応
だ
。
猛
暑
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
よ
る
需
要
増
、
南
海
ト
ラ
フ

情
報
に
よ
る
買
い
だ
め
な
ど
を
理

由
に
あ
げ
て
い
る
が
、
本
当
に
そ

う
な
の
か
？　

ど
う
も
疑
問
に
思

う
▼
そ
も
そ
も
、
政
府
は
米
が
過

剰
だ
か
ら
と
減
産
を
強
い
て
在
庫

を
減
ら
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が

今
の
米
不
足
と
価
格
高
騰
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
食
料
需

給
を
市
場
任
せ
に
し
、
責
任
を
持

と
う
と
し
な
い
農
政
が
根
本
の
原

因
で
は
な
い
か
。
日
本
の
食
料
自

給
率
が
38
％
と
、
先
進
国
一
低
い

こ
と
と
、
大
い
に
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
空
っ
ぽ
の
米
び
つ

を
前
に
し
て
考
え
る
▼
米
騒
動
か

ら
今
年
で
１
０
６
年
、
富
山
の
一

漁
村
で
起
こ
っ
た
お
か
み
さ
ん
た

ち
の
「
一
揆
」
は
瞬
く
間
に
全
国

に
広
ま
っ
た
。
鎮
圧
に
軍
隊
ま
で

出
動
し
た
が
時
の
寺
内
内
閣
は
倒

れ
た
。
国
民
の
悲
鳴
を
よ
そ
に
内

輪
の
総
裁
選
挙
に
明
け
暮
れ
る
令

和
の
政
権
党
の
姿
は
、
当
時
と
何

も
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
米
騒
動
を
き
っ
か
け
に
し
た

民
衆
の
運
動
の
高
ま
り
は
、
の
ち

の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
な
が

り
、
普
通
選
挙
の
実
施
な
ど
が
実

現
す
る
。
令
和
の
米
騒
動
も
国
民

の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
政
治
の

転
換
に
つ
な
げ
て
、
歴
史
に
学
ん

だ
と
胸
を
張
り
た
い
も
の
だ
（
星
）

　

店
頭
か
ら
お
米
が

消
え
て
久
し
い
。
令

和
の
米
騒
動
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
る
。
先

月
か
ら
一
袋
も
買
え

２０２４年(令和６年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０８０号（１）

2080
2024年 9月15日

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
歯科保険請求Q&A「CAD/CAM冠用
材料（Ⅲ）を使用する場合」 ２面

研
面
究 ４面保険診療のてびき「医療者が知って

おくべきLGBTQsの知識㊤」

税経部より「税務調査の心構え」 ３面

ご注文は、☎078－393－1807まで

「保険証を残そう!!」署名「保険証を残そう!!」署名

憲法が輝く兵庫県政をつくる会憲法が輝く兵庫県政をつくる会

「地域に必要な「地域に必要な
　医療・介護体制充実させる」　医療・介護体制充実させる」

大澤芳清理事が県知事予定候補者に大澤芳清理事が県知事予定候補者に

秋の国会に提出します。
 引き続きのご協力をお願いします

署名に署名に
ご協力くださいご協力ください

引き引き
　続き　続き

本号本号
同封同封

　

協
会
は
、
県
内
の
国
保
の
保
険
料
滞
納
や
無
保
険
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施
し
、
全
市
町
か
ら
回
答
を
得
た
。
高

す
ぎ
る
保
険
料
を
支
払
え
ず
滞
納
す
る
世
帯
が
加
入
世
帯
の
２
割
に

の
ぼ
り
、
差
し
押
さ
え
件
数
が
８
５
４
５
件
と
、
こ
の
10
年
で
最
も

多
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
調
査
は
１
９
８
８
年
か
ら
行

い
、
32
年
連
続
で
県
内
の
全
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

保
険
証
未
交
付

９
千
世
帯

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
軸
を
担
う

市
町
村
国
保
に
は
、「
年
齢
構
成

が
高
く
、
医
療
費
水
準
が
高
い
」

「
高
齢
者
、
無
職
・
低
所
得
者
が

多
く
、
所
得
水
準
が
低
い
」
構
造

の
た
め
、「
保
険
料
負
担
が
重

い
」「
収
納
率
が
低
い
」
な
ど
の

問
題
が
存
在
す
る
。

　

保
険
証
の
未
交
付
数
（
保
険
証

の
交
付
対
象
世
帯
総
数
か
ら
保
険

証
交
付
済
み
数
を
除
い
た
数
、
２

０
２
３
年
12
月
１
日
時
点
、
一
部

市
町
は
更
新
時
点
）
は
県
全
体
で

９
２
８
２
世
帯
、
未
交
付
率
は
被

保
険
者
世
帯
比
で
１
・
４
％
（
昨

年
度
１
・
７
％
）
と
な
っ
た
。
１

万
世
帯
近
い
兵
庫
県
民
が
手
元
に

保
険
証
が
な
く
、
必
要
な
治
療
を

受
け
難
い
「
無
保
険
」
状
態
と
な

っ
て
い
る
現
状
は
、「
国
民
皆
保

険
制
度
」
と
は
言
い
難
く
、
早
急

な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、

尼
崎
市
で
７
・
０
％
、
西
宮
市
で

４
・
８
％
と
、
都
市
部
を
中
心

に
、
多
く
の
加
入
者
が
「
無
保

険
」
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

保
険
料
滞
納
世
帯
数
（
２
０
２

３
年
12
月
１
日
時
点
）
は
12
万
４

１
７
９
世
帯
、
国
保
加
入
世
帯
の

18
・
３
％
に
の
ぼ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
で
独
自
の
保
険
料
軽
減

制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
滞
納
世
帯
は
一
時
減
少
し
て

い
た
が
、
再
び
増
加
し
て
い
る
。

　

国
に
よ
る
保
険
料
軽
減
・
免
除

制
度
を
加
入
世
帯
の
７
割
に
あ
た

る
47
万
３
６
９
１
世
帯
が
受
け
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
高
す
ぎ
る
保

険
料
が
支
払
え
ず
滞
納
す
る
世
帯

が
増
え
て
い
る
。

　

滞
納
世
帯
へ
の
催
促
に
つ
い

て
、
８
市
（
神
戸
・
尼
崎
・
宝
塚

・
川
西
・
西
宮
・
芦
屋
・
加
古
川

・
姫
路
）
が
民
間
委
託
「
し
て
い

る
」
と
回
答
。
内
容
と
し
て
は
電

話
催
告
が
多
か
っ
た
が
、
尼
崎
市

・
芦
屋
市
・
姫
路
市
は
訪
問
に
よ

る
催
告
も
実
施
し
て
い
る
と
回
答

し
た
。
住
民
の
個
別
事
情
を
把
握

し
て
の
て
い
ね
い
な
対
応
が
で
き

て
い
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
滞
納
期
間
が
１
年
６
カ
月

を
超
え
た
際
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
差
し
押
さ
え
の
件
数
は
、
２

０
２
２
年
度
８
５
６
５
件
と
こ
の

数
年
で
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

（
図
）。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
に
よ
る
経

済
的
困
窮
の
な
か
で
滞
納
世
帯
が

増
加
し
、
そ
の
世
帯
に
対
す
る
差

し
押
さ
え
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

国
庫
負
担
の

抜
本
的
増
額
を

　

有
効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
数
（
23
年
12
月
１
日

時
点
）
は
、
３
万
２
０
９
７
世

帯
、
４
・
７
％
（
前
年
度
３
万
１

４
４
５
世
帯
、
４
・
５
％
）
と
な

っ
た
。
医
療
機
関
窓
口
で
全
額
を

い
っ
た
ん
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
資
格
証
明
書
の
22
年
度
発
行

世
帯
数
は
６
８
３
８
世
帯
、
被
保

険
者
世
帯
比
で
１
・
０
％
（
21
年

度
発
行
数
６
９
６
９
世
帯
、
１
・

０
％
）
と
な
っ
た
。

　

保
険
料
を
負
担
し
な
い
と
い
う

理
由
で
、
給
付
に
制
限
を
設
け
る

同
制
度
は
、
低
所
得
者
を
中
心
に

受
診
機
会
を
奪
い
か
ね
ず
、
社
会

保
障
と
し
て
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
保
法
44
条
に
基
づ

く
、
医
療
費
窓
口
負
担
が
減
免
さ

れ
る
制
度
の
２
０
２
２
年
度
の
利

用
者
は
６
自
治
体
32
世
帯
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
制
度
の
周
知
・
活

用
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
各
市
町
は
独
自
で
法

定
外
繰
り
入
れ
を
行
い
、
保
険
料

を
引
き
下
げ
て
き
た
が
、
繰
り
入

れ
総
額
は
、
年
々
減
少
し
続
け
、

神
戸
市
な
ど
８
市
町
で
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
る
。

　

国
保
の
改
善
に
は
、
構
造
的
問

題
の
解
決
と
と
も
に
、
抜
本
的
な

国
庫
負
担
増
が
必
要
で
あ
り
、
同

時
に
市
町
に
は
法
定
外
繰
り
入
れ

の
増
額
が
求
め
ら
れ
る
。

「
保
険
証
廃
止
」中
止
し

受
療
権
の
保
障
を

　

「
保
険
証
廃
止
」
法
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
人
に

は
「
資
格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
発

行
に
は
当
初
申
請
が
必
要
と
さ
れ

て
い
た
が
、
国
民
の
運
動
に
よ

り
、
当
面
の
間
、
利
用
登
録
を
行

っ
て
い
な
い
人
全
員
に
一
律
交
付

さ
れ
る
運
用
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
一
時
的
と
さ

れ
て
い
る
上
、
利
用
登
録
を
行
っ

た
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

い
な
い
人
に
は
、
資
格
確
認
書
が

届
か
な
い
。

　

受
療
権
を
保
障
す
る
た
め
、
協

会
は
社
会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど

と
と
も
に
、
保
険
証
の
存
続
を
求

め
て
運
動
を
強
め
て
い
く
。

２
０
２
３
年
国
保
保
険
証
交
付
等
に
関
す
る
県
内
全
市
町
調
査
結
果

２
割
が
滞
納

２
割
が
滞
納  

差
し
押
さ
え
８
５
４
５
件

差
し
押
さ
え
８
５
４
５
件

2019

(件) (％)

2020 2021 2022(年度)0
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「政治が変わらないと医療は良くならない」と立候補を決断した
理由を語る大澤先生（中央）、右隣は武村義人協会副理事長　　

ポスターご活用ください
〝
12
月
以
降
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

な
く
て
も
受
診
で
き
ま
す
〞

　

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す
兵
庫

県
政
の
実
現
を
め
ざ
し
活
動
し
、

協
会
も
運
営
に
参
画
す
る
「
憲
法

が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」

（
憲
法
県
政
の
会
）
は
９
月
７

日
、
神
戸
市
内
で
会
見
し
、
次
期

県
知
事
選
挙
の
予
定
候
補
者
と
し

て
、
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会

長
・
尼
崎
医
療
生
協
病
院
院
長

で
、
協
会
理
事
の
大
澤
芳
清
先
生

を
擁
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

大
澤
先
生
は
「
地
域
医
療
に
従

事
す
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
医

療
・
介
護
職
員
が
全
く
足
り
な
い

と
実
感
し
た
。
ま
た
、
病
院
の
研

修
医
の
定
数
が
削
減
さ
れ
、
県
と

や
り
と
り
す
る
中
、
国
の
言
い
な

り
で
、
不
透
明
な
県
政
の
あ
り
方

を
変
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
」
と

立
候
補
の
決
意
を
語
り
、
地
域
に

必
要
な
医
療
・
介
護
体
制
の
充

実
、
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
を
政

策
の
重
点
と
し
て
掲
げ
た
。

　

県
知
事
選
挙
は
任
期
満
了
の
場

合
、
来
年
７
月
実
施
予
定
だ
が
、

齋
藤
知
事
の
職
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ

や
補
助
金
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
な
ど
の

疑
惑
、
そ
の
告
発
者
の
自
死
と
い

う
問
題
を
受
け
、
県
民
の
不
信
が

高
ま
り
、
県
議
会
で
は
全
会
派
が

知
事
の
辞
任
を
求
め
る
事
態
と
な

っ
て
い
る
。
知
事
選
挙
が
今
秋
に

行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
協
会

は
今
後
、
理
事
会
や
各
支
部
で
の

役
員
会
で
、
県
知
事
選
挙
に
あ
た

っ
て
の
方
針
を
議
論
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
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神
戸
支
部
は
８
月
24
日
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会

「
在
宅
医
療
の
様
々
な
カ
タ
チ
〜

目
の
前
の
患
者
を
最
期
ま
で
診
る

工
夫
〜
」
を
開
催
。
守
上
祐
樹
先

生
（
芦
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ぞ
み
院

長
）
を
講
師
に
、
31
人
が
参
加
し

た
。
濱
野
聖
二
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

８
月
24
日
、
他
の
方
々
は
ど
ん

な
工
夫
を
し
な
が
ら
在
宅
医
療
を

し
て
お
ら
れ
る
の
か
お
聞
き
し
た

く
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
一
般
的

な
解
説
か
ら
始
ま
り
、
守
上
先
生

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
日
常
の
流
れ

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常

勤
、
非
常
勤
合
わ
せ
て
多
く
の
医

師
が
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
ス
タ
ッ
フ
も
様
々
な
形
で

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
８
月
17

日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤

『
ワ
ク
チ
ン
』
接
種
後
の
健
康
被

害
の
実
態
と
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
対

す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
補
充
療
養
指
導

に
つ
い
て
」
を
開
催
。
福
島
雅
典

先
生
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
Ｌ

Ｈ
Ｓ
研
究
所
代
表
理
事
）
を
講
師

に
、
１
３
０
人
が
参
加
し
た
（
来

場
33
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
97

人
）。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

８
月
17
日
お
盆
明
け
の
猛
暑
の

土
曜
日
に
、
上
記
研
究
会
に
参
加

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
福
島
雅

典
先
生
を
お
招
き
し
て
、
今
回
は

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
脂

質
ナ
ノ
粒
子
製
剤
「
ワ
ク
チ
ン
」

接
種
後
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。

　

先
生
は
、
が
ん
医
療
の
専
門
家

で
、
日
本
で
初
め
て
薬
剤
疫
学
講

座
を
開
い
た
方
だ
。
薬
剤
に
は
常

に
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ

り
、
と
も
す
れ
ば
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

ば
か
り
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

が
、
リ
ス
ク
を
正
確
に
評
価
し
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
啓
蒙
さ

れ
て
き
た
。
今
回
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
予
防
に
対
し
て
、
従
来
使
用
さ

れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤
「
ワ
ク
チ

ン
」
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
適
応

は
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
緊

急
事
態
下
で
正
式
な
Ｇ
Ｃ
Ｐ
過
程

を
経
る
こ
と
な
く
日
本
国
民
の
約

８
割
に
接
種
さ
れ
た
。
そ
の
結
果

何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
科
学
と
し

て
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

「
科
学
者
は
事
実
を
事
実
と
し

て
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に

は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
の
思
い
込

み
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
」
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
。
２
１
２
２
件
の

死
亡
報
告
、
８
７
５
０
件
の
重
篤

者
、
３
万
６
５
５
６
件
の
副
作
用

が
厚
生
労
働
省
に
23
年
７
月
30
日

ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

数
は
い
ま
ま
で
の
す
べ
て
の
ワ
ク

チ
ン
副
作
用
報
告
を
は
る
か
に
上

回
る
。
し
か
も
こ
の
数
は
氷
山
の

一
角
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
体
の
あ

ら
ゆ
る
組
織
に
入
り
込
み
、
異
常

な
免
疫
応
答
を
お
こ
す
可
能
性
が

あ
る
。
取
り
込
ま
れ
た
細
胞
は
ス

パ
イ
ク
蛋
白
を
発
現
す
る
。
高
知

大
学
の
佐
野
栄
紀
教
授
は
、「
ワ

ク
チ
ン
」
接
種
後
長
期
に
皮
膚
細

胞
に
ス
パ
イ
ク
蛋
白
発
現
の
あ
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
死
亡
例
は
こ

れ
ら
に
対
す
る
生
体
の
過
剰
な
免

疫
応
答
の
可
能
性
が
あ
り
、
心
筋

融
解
や
、
ヤ
コ
ブ
病
な
ど
重
篤
な

副
作
用
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
り
発

現
す
る
ス
パ
イ
ク
蛋
白
に
よ
る

「Spikeopathy

」
と
も
言
え
る

病
態
を
引
き
起
こ
し
、
慢
性
疲
労

症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
原

因
と
も
な
る
。
さ
ら
に
Ｉ
ｇ
Ｇ
４

抗
体
関
連
疾
患
を
引
き
起
こ
し
、

発
が
ん
に
も
関
与
す
る
と
の
こ

と
。

　

実
際
日
本
で
は
20
年
か
ら
年
齢

性
別
調
整
後
の
超
過
死
亡
が
増

え
、
が
ん
死
亡
も
増
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

不
足
が
言
わ
れ
て
い
て
、「
ワ
ク

チ
ン
」
接
種
後
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
患

者
で
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
血
中
濃
度

が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
補
充
す
る
こ
と
で

そ
の
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
わ
れ

わ
れ
医
師
は
こ
の
出
来
事
に
真
剣

に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
再
認

識
し
た
。

【
西
宮
市

半
田　

伸
夫
】

診
療
を
支
援
す
る
こ
と
で
医
師
が

診
療
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
羨
ま
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、Physician 

Assistant
（
Ｐ
Ａ
）
を
活
用
し
て

お
ら
れ
る
と
の
お
話
に
大
変
興
味

を
惹
か
れ
ま
し
た
。
病
院
で
は
タ

ス
ク
シ
フ
ト
の
一
環
と
し
て
医
師

の
業
務
を
補
完
し
て
く
れ
る
職
種

が
広
が
っ
て
い
る
と
は
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
在
宅
医
療
の
環
境
で

も
有
用
な
こ
と
を
お
示
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

訪
問
前
の
物
品
の
確
認
を
は
じ

め
、
車
の
運
転
や
時
間
外
の
電
話

に
も
対
応
し
、
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
医
師
に
取
り
次
い
で
く
れ
る
そ

う
で
す
。
日
本
で
は
ま
だ
「
資

格
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
患
者
や
家
族
と
医
師
や
看

護
師
の
間
を
取
り
次
ぐ
重
要
な
職

種
と
感
じ
ま
し
た
。

　

資
格
で
は
な
い
こ
と
も
患
者
や

家
族
に
と
っ
て
は
親
し
み
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
で
、
そ
こ
か
ら
Ａ
Ｃ

Ｐ
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
医
療

の
補
助
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
に
む

し
ろ
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
そ
の
育
成
の
難
し
さ

に
も
言
及
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
学
生
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
で
鍛

え
ら
れ
た
体
力
で
地
域
医
療
に
邁

進
し
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
に
、
こ

ち
ら
も
も
う
一
段
頑
張
ら
な
け
れ

ば
、
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
講

演
で
し
た
。

【
兵
庫
区

濱
野　

聖
二
】

Ｐ
Ａ
の
活
用
に
よ
る

在
宅
医
療
の
新
た
な
可
能
性

「
ワ
ク
チ
ン
」接
種
後
の
健
康
被
害
に

真
剣
に
向
き
合
お
う

神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会

西
宮
西
宮
・・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

感 想 文感 想 文

◇
出
席　

23
人

◇
情
勢　

出
産
費
用
の
保
険
適
用

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
関

係
者
か
ら
は
産
科
医
療
機
関
の
閉

鎖
や
妊
婦
の
選
択
肢
減
少
の
懸
念

が
示
さ
れ
て
い
る
。

◇
運
動
対
策　

①
保
険
証
廃
止
反

対
に
関
す
る
取
り
組
み
に
関
し

て
、
ａ
：
保
団
連
ト
ラ
ブ
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
、
ｂ
：
兵
庫
県
弁

護
士
会
と
の
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
共
催
、
ｃ
：

新
た
な
ポ
ス
タ
ー
作
成
、
ｄ
：
新

た
な
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
作
成
、

ｅ
：
署
名
ハ
ガ
キ
付
き
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
修

正
発
行
等
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
核
戦
争
を
防

止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会
の
総
会

（
８
／
31
、
講
師
：
小
山
美
砂
・

元
毎
日
新
聞
記
者
、
岡
邊
好
子
氏

兵
庫
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

前
理
事
長
）、
②
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
（
８
／
４
―
６
広
島
大

会
）
報
告
、
③
国
民
平
和
大
行
進

に
大
澤
理
事
、
樫
林
理
事
等
が
参

加
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
災
害

時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
と
被
災
地

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ

い
て
全
会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

①
韓
国
視
察
会
（
８

／
11
〜
13
）
の
概
要
と
成
果
、
②

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
医

学
生
ガ
ザ
へ
行
く
』
上
映
会
＋
ト

ー
ク
」
企
画
（
10
／
13
）、
③
ウ

ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
支
援
し
て
い
る

丸
山
美
和
さ
ん
の
講
演
会
（
８
／

３
）
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

①
「
保
険
医
年
金
」

の
23
年
度
配
当
率
が
１
・
２
６
６

％
と
な
っ
た
こ
と
、
②
積
立
年
金

「
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ
」
の
23
年
度
配
当
率

が
１
・
５
２
５
％
と
な
っ
た
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
た
。

（
８
月
24
日　

理
事
会
よ
り
）

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

Ｑ２　同側の大臼歯２歯にCAD/
CAM冠を装着する際に、いずれ
の部位も対合歯がありCAD/CAM
冠を装着することで咬合支持が得
られる場合は、「同側の大臼歯に
よる咬合支持」があると考え、２
歯を同日に装着してよいか。
Ａ２　２歯を同日に装着してよい
です。ただし、第一大臼歯または
第二大臼歯のいずれか一方に過度
な咬合圧が加わらないように留意
してください。（2024年７月11日
付疑義解釈その10より）
Ｑ３　分割抜歯後のCAD/CAM冠
用材料（Ⅲ）の適応は。
Ａ３　上顎の第一大臼歯、第二大
臼歯を３根のうち２根（口蓋根及
び近心頬側根または遠心頬側根の
いずれか）を残して分割抜歯をし
た場合であって、残った歯冠、歯
根の状態が歯科医学的に適切な場
合に限り認められます。下顎大臼
歯を分割抜歯した場合は認められ
ません。なお、分割抜歯後につい
てCAD/CAM冠材料（Ⅴ）は適応
外です。

Ｑ１　CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）
を使用する場合のルールはどのよ
うに拡大したのか。
Ａ１　第一大臼歯または第二大臼
歯にCAD/CAM冠用材料（Ⅲ）を
使用する場合、その部位の対側に
大臼歯による咬合支持（固定性ブ
リッジによる咬合支持を含む。以
下、大臼歯による咬合支持とい
う）がある患者であって、以下の
いずれかに該当する場合に限りま
す。
① 装着する部位と同側に大臼歯に
よる咬合支持があり、その補綴
部位に過度な咬合圧が加わらな
い場合など。
② 装着する部位の同側に大臼歯に
よる咬合支持がない場合は、そ
の補綴部位の対合歯が欠損（部
分床義歯を装着している場合を
含む）であり、その補綴部位の
近心側隣在歯までの咬合支持が
ある場合（固定性ブリッジまた
は乳歯〈後継永久歯が先天性に
欠如している乳歯を含む〉によ
る咬合支持を含む）。

科学的検証の重要性を
訴える福島先生　　　

在
宅
医
療
の
実
践
を
語
る
守
上
先
生

※ 不可の例

右上７への装着不可

右上６への装着は可

7 6 5 4 6（7）
PD E 4 6（7）
（MT）

〈CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）を使用する場合〉

歯科保険請求
151

医
院
継
承

◇
所
在
地　

明
石
市
大
久
保
町

◇
診
療
科
目　

内
科

◇
面
積　

１
階
１
２
０
㎡

委
細
応
相
談

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―

453
―
５
３
７
１
ま
で

日　時　９月29日（日）14時～16時30分　　会　場　協会会議室
内　容　①応召義務とトラブル対応、個別指導について
　　　　②主な新点数のおさらいとカルテ記載のルール
講　師　①野田倫子弁護士、②協会歯科社保講師陣

お申し込みは、☎078－393－1809まで

歯科社保・指導対策　歯科会員懇談会

会員限定！
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ル
ー
ル
無
視
の

調
査
に
ご
注
意
を

　

医
療
機
関
へ
の
税
務
調
査
の
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
２
〜
３
年
調
査
が

な
か
っ
た
た
め
、
実
地
調
査
の
経

験
が
な
い
税
務
署
員
も
多
く
、

「
調
査
能
力
が
低
下
し
て
い
る
」

と
語
る
税
理
士
も
い
ま
す
。
納
税

者
が
調
査
手
続
き
に
慣
れ
て
い
な

い
の
を
い
い
こ
と
に
、「
事
前
通

知
な
し
」
で
突
然
訪
問
す
る
な

ど
、
税
務
調
査
の
ル
ー
ル
を
定
め

た
「
国
税
通
則
法
」「
税
務
運
営

方
針
」
に
基
づ
か
な
い
、
知
ら
な

い
調
査
官
が
多
く
、
本
来
は
指
導

も
兼
ね
た
調
査
で
あ
る
べ
き
で
す

が
、
実
績
に
こ
だ
わ
る
強
権
的
な

調
査
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

従
来
通
り
、
税
務
調
査
は
任
意

調
査
で
あ
り
、
毅
然
と
し
た
対
応

が
必
要
で
す
。
事
前
通
知
か
ら
当

日
ま
で
の
対
応
で
気
を
付
け
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

事
前
通
知
へ
の

適
切
な
対
応
を

　

税
務
調
査
は
納
税
者
に
電
話
で

事
前
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
実
地

の
調
査
を
行
う
旨
を
通
知
し
調
査

日
を
決
め
ま
す
。
そ
の
他
、
調
査

担
当
者
、
場
所
、
目
的
、
対
象
と

な
る
税
目
、
調
査
の
対
象
の
期
間

・
帳
簿
書
類
な
ど
11
項
目
に
わ
た

り
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
知
と
異
な

る
調
査
は
違
法
で
す
。

　

協
会
の
事
前
通
知
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
（
協
会
事
務
局
に
ご
注
文
く

だ
さ
い
）
を
活
用
し
て
漏
れ
な
く

確
認
し
、
内
容
を
記
録
し
ま
し
ょ

う
。
協
会
・
保
団
連
で
は
、
書
面

に
よ
る
事
前
通
知
を
要
求
し
て
い

ま
す
が
、
国
税
局
や
国
税
庁
は
書

面
で
の
通
知
を
拒
否
し
て
い
ま

す
。

　

準
備
期
間
が
短
い
場
合
に
は
、

顧
問
税
理
士
や
協
会
と
相
談
し
て

余
裕
を
持
っ
た
調
査
日
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
調
査
日
は
合
理
的
な

理
由
を
示
せ
ば
変
更
が
可
能
で

す
。
な
お
、
税
理
士
に
提
出
す
る

税
務
代
理
権
限
証
書
に
は
本
人
へ

の
通
知
が
省
略
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク

欄
が
あ
り
ま
す
が
、
通
知
は
本
人

が
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し

ょ
う
。

調
査
当
日
に
は

毅
然
と
対
応

　

調
査
当
日
は
、
税
務
署
員
に
は

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
所

属
や
氏
名
、
調
査
理
由
、
調
査
期

間
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
く
ま
で
税
務
調
査
は
任
意
調

査
で
す
。
納
税
者
の
同
意
を
得
て

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調

査
時
は
金
庫
・
机
の
引
き
出
し
・

ス
マ
ホ
・
私
物
等
を
勝
手
に
調
べ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば

「
パ
ソ
コ
ン
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
も
触
ら
せ
ず
、
必
要

な
部
分
の
み
印
刷
し
て
示
し
ま
し

ょ
う
。

　

書
類
の
持
ち
帰
り
や
コ
ピ
ー
を

求
め
ら
れ
て
も
応
じ
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
書
類
を
撮
影
し
た

り
、
デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な

ど
で
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
こ
と
も

必
ず
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
当
な
調
査
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
に
も
、
メ
モ
や
録
音
を
と

り
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
臨
場
時
の
や
り
取
り
に

つ
い
て
国
税
庁
も
推
奨
し
「
質
問

応
答
記
録
書
」
の
作
成
協
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
不
正
な
ど
の
言
質
を
聞
き
取

り
、
今
後
の
調
査
を
有
利
に
展
開

し
よ
う
と
の
意
図
で
、
法
律
上
の

強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
訴

訟
と
な
っ
た
場
合
に
税
務
署
側
の

「
証
拠
資
料
」
と
な
り
ま
す
の

で
、
安
易
に
サ
イ
ン
（
押
印
）
は

せ
ず
、
内
容
を
必
ず
確
認
し
、
問

題
点
は
指
摘
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

税
務
署
員
は
調
査
終
了
時
に
、

問
題
点
が
な
け
れ
ば
そ
の
旨
な

ど
、
必
ず
調
査
結
果
の
説
明
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
聞
き
ま
し
ょ
う
。
修
正
す
べ

き
事
項
は
納
得
で
き
る
ま
で
話
し

合
い
を
持
つ
こ
と
、
修
正
申
告
の

勧
奨
が
あ
っ
て
も
、
安
易
に
サ
イ

ン
（
押
印
）
に
応
じ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

カ
ル
テ
開
示
に
は

応
じ
な
い

　

医
師
・
歯
科
医
師
は
、
医
師
法

・
歯
科
医
師
法
と
は
別
に
、
刑
法

等
に
よ
り
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
個
人
情
報
を
含
む

カ
ル
テ
の
開
示
を
求
め
ら
れ
て
も

応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
費
診

療
収
入
の
額
な
ど
の
会
計
記
録
を

診
療
記
録
で
あ
る
カ
ル
テ
に
は
記

さ
な
い
よ
う
に
、
日
常
か
ら
の
注

意
も
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
尋
ね
」文
書
に

ご
注
意
を

　

税
務
署
は
「
申
告
内
容
の
お
尋

ね
」
と
い
っ
た
行
政
指
導
文
書
を

送
付
し
て
呼
び
出
す
な
ど
、
納
税

者
と
の
接
触
を
増
や
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
指
導
は
法
律
上
「
任
意

の
協
力
に
よ
っ
て
」
実
施
す
る
も

の
で
す
。
応
じ
な
い
た
め
に
不
利

益
な
取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
易
に

回
答
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

調
査
の
通
知
の
際
に
は
協
会

（
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
）
や
税

理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
、
ガ

ザ
地
区
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
侵

攻
、
中
国
で
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
地

区
で
の
ム
ス
リ
ム
弾
圧
や
、
ベ
ト

ナ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
イ
な
ど

国
境
を
接
す
る
国
々
へ
の
侵
入
、

ま
た
北
朝
鮮
は
毎
週
の
よ
う
に
日

本
海
に
向
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

撃
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
日
本
の
外
交
・
防
衛
の
面
で

考
え
て
最
大
問
題
に
な
る
の
が
日

本
の
米
軍
依
存
と
沖
縄
の
基
地
一

極
集
中
で
す
。
沖
縄
の
基
地
問
題

は
戦
後
80
年
あ
ま
り
、
米
国
統
治

時
代
を
経
て
日
本
に
返
還
さ
れ
て

か
ら
50
年
経
過
し
て
も
一
向
に
解

決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
敗
戦
で
連
合
軍
（
米

軍
）
の
統
治
下
に
入
り
、
１
９
５

２
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
で
占
領
が
終
わ
り
ま
す
が
、

沖
縄
は
そ
れ
か
ら
20
年
間
、
ア
メ

リ
カ
の
「
植
民
地
」
で
し
た
。
そ

の
後
も
多
少
の
基
地
縮
小
は
あ
り

な
が
ら
も
、
米
軍
の
駐
留
は
、
現

在
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

も
し
本
気
で
こ
の
問
題
の
解
決

を
図
る
な
ら
米
軍
の
駐
留
が
そ
も

そ
も
の
問
題
な
の
で
す
か
ら
、
首

脳
会
談
で
「
思
い
や
り
予
算
（
在

日
米
軍
駐
留
経
費
負
担
）
は
も
う

払
え
ま
せ
ん
」
と
言
え
ば
「
解

決
」
す
る
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
日
本
は
真
に

「
独
立
」
し
、
大
量
の
核
兵
器
を

持
つ
ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
と

い
う
隣
国
か
ら
自
力
で
国
民
・
国

土
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

然
、「
核
兵
器
保
有
」
を
求
め
る

大
き
な
政
治
勢
力
が
登
場
す
る
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
米
軍
の
「
核
の

傘
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
の

右
傾
化
＝
軍
事
化
が
抑
え
ら
れ
て

き
た
の
は
事
実
で
し
ょ
う
。

　

「
沖
縄
に
米
軍
基
地
は
い
ら
な

い
」
と
い
う
意
見
は
と
て
も
正
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
め
ざ

す
に
は
こ
の
不
愉
快
な
現
実
と
公

の
場
で
国
民
皆
が
向
き
合
い
議
論

し
、
沖
縄
の
過
去
〜
現
代
ま
で
、

ま
た
戦
前
戦
後
日
本
の
外
交
、
米

国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
と
の
か
か
わ

り
を
知
り
、
納
得
で
き
る
よ
り
良

い
方
向
へ
妥
結
点
を
見
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

員員 稿稿
会 投

須
磨
区
・
歯
科　
　

坂
口　

智
計

協
会
税
務
講
師
団　
　

中
村　
　

明
税
理
士

日
本
の
米
軍
依
存
と

沖
縄
の
基
地
一
極
集
中

税
務
調
査
の
心
構
え

調
査
は
任
意　

毅
然
と
し
た
対
応
を

１． 事前通知の内容をチェックシー
トで確認

２． 無予告の調査は理由を問いただ
し、日を改めさせる

３． 捜査令状のない調査はすべて任
意調査

４． 調査の理由を確かめ問題点を明
らかにして対応

５． 立会人を置き、メモや録音で内
容を確認

６． 帳簿等の持ち帰りは断り、現場
での調査を徹底させる

７． 任意調査でカルテ提示の義務は
ない

８． 承諾のない反面調査には強く抗
議を

９． 調査に関係ない場所への立ち入
りは断る

10． 調査終了時には書面等による納
得のいく説明を求める

〈税務調査10のポイント〉

月刊保団連臨時増刊号

『保険医への税務調査
 2018年改訂版』

事前通知チェックシートや心構えな
ど、税務調査への備えとなる１冊。
会員頒価1000円（送料込）。ご注文
は、税経部☎078－393－1807まで

　

著
者
の
大
場
敏
明
先
生
は
、
１

９
７
３
年
に
千
葉
大
学
を
卒
業

後
、
認
知
症
医
療
の
状
況
に
疑
問

を
感
じ
、
２
０
０
０
年
埼
玉
県
三

郷
市
に
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い

早
稲
田
」
を
ご
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
後
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
や
通
所
介
護
事
業
所
な
ど
六

つ
の
介
護
事
業
所
を
運
営
し
、
患

者
中
心
の
地
域
医
療
推
進
に
精
力

的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
敬
服
す
る
と
と

も
に
、
本
書
を
読
む
と
、
多
く
の

人
と
の
繋
が
り
が
、
物
事
を
進
め

る
の
に
重
要
だ
と

再
確
認
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

（
将
来
の
私
を

含
め
）
ま
す
ま
す

患
者
が
増
え
る
認

知
症
で
す
が
、
大

場
先
生
は
、
患
者

さ
ん
に
は
「
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を

最
期
ま
で
送
っ
て
ほ
し
い
」「
そ

の
た
め
に
は
文
化
的
・
創
造
的
な

楽
し
み
が
重
要
」
と
考
え
、
介
護

事
業
所
で
手
芸
・
園
芸
・
菜
園
・

書
道
・
絵
画
な
ど
の
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
特
に
認
知
症
の
症
状

緩
和
や
予
防
に
は
俳
句
が
効
果
的

だ
と
の
こ
と
で
す
。

　

句
会
と
い
っ
て
も
、
某
Ｔ
Ｖ
番

組
や
雑
誌
の
よ
う
に
専
門
家
が
評

論
し
た
り
、
順
位
を
つ
け
た
り
す

る
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
職
員
の

手
を
借
り
な
が
ら
、
参
加
者
の
中

か
ら
出
て
く
る
想
い
、
忘
れ
ら
れ

た
思
い
出
を
句
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
中
で
は
、
句
会
の
取
り

組
み
方
や
支
援
の
進
め
方
が
、
関

係
者
の
体
験
に
基
づ
い
て
具
体
的

に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当

協
会
に
も
支
部
開
催
の
句
会
が
あ

り
、
各
自
治
体
の
老
人
会
な
ど
で

も
句
会
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
本

書
は
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
ひ
と

や
、
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
方

々
に
は
う
っ
て
つ
け
の
参
考
書
で

す
。
認
知
症
の
予
防
と
し
て
、

「
俳
句
づ
く
り
」
を
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
場
先
生
は
、
埼
玉
県
保
険
医

協
会
の
前
理
事
長
で
あ
り
、
理
事

長
・
会
長
会
議
で
ご
一
緒
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ご
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
発
言
は
傾
聴

に
値
す
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
月
、
愛
媛
県
の
松
山

市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
39
回
保
団

連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第

１
分
科
会
（
23
日
、
９
時
〜
）
に

て
「
認
知
症
専
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
取
り
組
ん
だ
俳
句
づ
く
り
、

『
デ
イ
句
会
』
の
10
年
を
振
り
返

っ
て
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
大
場
先

生
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

【
理
事
長　

西
山　

裕
康
】

大
場 

敏
明
・
萩
森 

好
絵　

著

『
認
知
症
ケ
ア
と
俳
句
の
力
』

現
代
書
林
、
１
１
０
０
円
＋
税
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－768－ 一般社団法人　にじいろドクターズ代表理事 坂井　雄貴先生講演

「医療者が知っておくべきLGBTQs
（性的マイノリティ）の知識」㊤

LGBTQにまつわる現状と課題
　LGBTQは、レズビアン、ゲイ、
バイセクシュアル、トランスジェン
ダー、クィアあるいはクエスチョニ
ング、この頭文字を指します（図
１）。
　レズビアンは女性の同性愛者の
方、ゲイは男性の同性愛者の方、バ
イセクシュアルは男性・女性いずれ
も恋愛・性愛の対象となる方（両性
愛者）、トランスジェンダーは出生
時に割り当てられた性別と性自認が
異なる方のことを指します。
　クィアは英語で「奇妙な」という
意味があり、元々は英語圏で男性同
性愛者を蔑視する言葉として使われ
ていましたが、当事者の方々が運動
の中で自分たちを指す言葉として使
用していった背景があり、現在で
は、男性同性愛者に関わらず、何ら
かの性的マイノリティを自認する方
が自身のアイデンティティを指す言
葉として使われます。
　また、セクシュアリティを決めた
くない、探求中である方をクエスチ
ョニングと言います。
　性的指向や性自認は、マイノリテ
ィだけの問題ではなく、すべての人
に関わることであるため、最近は
SOGI（Sexual Orientation／Gender 
Identityの略）という言葉もよく使
われるようになっています。
　LGBTQの方の割合は、日本の様
々な調査結果では３～10％とされて
います。これは10人から30人に一人
であり、日々の診療で出会っていて
もおかしくない、身近な存在なので
す。

LGBTQの方の健康格差
　LGBTQの方たちはどのような健
康格差にさらされているのでしょう
か。主要なものとしては性感染症と
メンタルヘルスがあり、うつ病、不
安障害、自殺企図、また健康を害す
るような行動、喫煙・飲酒・薬物使
用のリスクが高いと言われています
（図２）。
　性感染症ではHIVの新規感染者は
依然男性同士の性交渉での感染が多
く、LGBTQコミュニティにおける
大きな健康問題となっています。梅
毒・Ａ型肝炎の流行もみられます。
日本のデータでは、自殺未遂の経験
がある男性の割合は、GB（ゲイ・
バイセクシュアル）の方で異性愛の

　坂井医師は2021年に、プライマ
リ・ケアに係わる医師を中心とし
た医療者のコミュニティとして一
般社団法人にじいろドクターズを
立ち上げました。
　にじいろドクターズを通して、
医療者がLGBTQについて、適切
な知識と態度を学び、共に考える
機会を提供することで、すべての
人がその人らしく健康に暮らすこ
とができる社会をめざし、医療現
場でのLGBTQと健康について啓
発活動を行っています。講演録を
３回にわたりご紹介します。

方の約６倍高くなっています。また
他の精神科的な合併症のない性同一
性障害（今は性別違和・性別不合）
の希死念慮の生涯率は約６割を超え
るというデータもあります。LGBTQ
であることにより、さまざまな差別
・偏見にさらされ、メンタルヘルス
が悪化している現状が窺えます。
　2023年の調査では「医療関係者に
セクシュアリティ、自分の性のあり
方を安心して話すことができるか」
という質問に対して、８割の当事者
の方が「できない」と回答していま
す。実際に、医療者にどこまで話し
ていいのかが分からない、そもそも
医療者がセクシュアリティに関する
知識や理解がない、 医療者から
LGBTQでないことを前提とした質
問や発言を受ける、不要な男女分け
を強いられるなど、様々な困難の声
があげられています。
　また、LGBTQの方たちが抱える
社会的な課題は、学校でのいじめや
家庭での疎外、就職困難や福利厚生
での不利益、医療現場での不平等な
取り扱い（入院時にパートナーが家
族とみなされない、病状説明を受け
られないなど）と生涯にわたりま
す。これは、性のあり方が人の生き
方・あり方そのものに深く関わって
いるからであり、子どもから大人ま
ですべての人に関わる問題であるこ
とを認識する必要があります。
　その中で、すべての人の医療を適
切に届けるためには、まず医療者が
適切な知識・対応ができるのかが重
要です。医療者が適切な知識・対応
を身につけていくことで、LGBTQ
の方たちの健康問題がより良い方向
に向かい、また社会の偏見・差別に
対しても、ポジティブな影響を与え
ていくことができます（図３）。
　LGBTQの方は患者さんだけでは
なく、当然医療者にも存在していま
す。医療者の方は、患者さんについ
ては意識が向きやすいですが、働き
手としての医療者自身や、共に働く
人たちのことは意識されにくい現状
があります。たとえ目に見える形で
いなかったとしても、管理職など責
任を持つ人が率先してLGBTQフレ
ンドリーな職場環境の仕組みを作
り、必要なときに当事者がサポート
を受けやすい雰囲気を作るというこ
とは非常に重要で、これは離職率の
低下や、働き手の健康にも繋がって
くる問題です。

同性愛・トランスジェンダー
であることは病気ではない
　医療者の皆さんにお伝えしたいの
は「同性愛あるいはトランスジェン
ダーであることは病気ではない」と
いうことです。同性愛に関しては、
1987年に米国精神医学会が出してい
るDSMⅢ-Ｒから、1990年にWHOの
国際疾病分類ICD-10からも削除さ
れ、国際的にも「同性愛はいかなる
意味でも治療の対象とならない」と
示されています。
　トランスジェンダーに関しては、
1980年に性同一性障害という病名が

まりました。こちらでもConditions 
related to sexual health、性に対す
る健康の状態とみなされており、
「脱障害化・脱病理化」がなされて
います。
　同性愛・トランスジェンダーは、
当事者を中心とする様々な人権活動
の高まりを経る中で、いずれも障害
でも病気でもないとみなされるよう
になった歴史があるのです。
　一方で、トランスジェンダーの方
に関しては、医療を必要とする人た
ちがいます。ホルモン療法や手術な
ど性別適合の治療を求める方が適切
に医療を受けられるようにするため
に、病名が必要になるということで
す。繰り返しになりますが、トラン
スジェンダーであることそのものは
治療の対象ではなく、トランスジェ
ンダーであることで社会とのギャッ
プが著しく苦痛を生む場合にその苦
痛を治療するという理解が、医療の
立場としてとても重要です。

性自認・性的指向とは
　性 自 認・ 性 同 一 性（Gender 
identity）とは、自分自身の性をど
のように認識しているか・どのよう
な性にアイデンティティを持ってい
るかということです。出生時に指定
された性別と性自認が一致している
場合はシスジェンダー、一致しない
場合はトランスジェンダーと言いま
す。自認する性が女性・男性にあて
はまらない場合はＸジェンダー、あ
るいはノンバイナリーと表現するこ
とが多いです。
　性的指向は、恋愛や性愛の対象と
なる性を指します。重要なのは漢字
表記であり、「嗜好」や「志向」で

はありません。恋愛や性愛の対象と
なる性は、趣味嗜好でもなく、また
自分自身が志してなるものではない
からです。自分で好きに選べる問題
であるという誤解が、性的指向につ
いての差別の原因となっているた
め、正確な表現と理解が必要です。
　異性を好きになる方をヘテロセク
シュアル、同性を好きになる方を女
性の場合レズビアン、男性の場合ゲ
イと言います。異性・同性をどちら
も好きになることがある方をバイセ
クシュアルと言いますが、バイセク
シュアルの方についても、男性・女
性どちらを好きになるのかを意図的
に選べるわけではないということが
重要です。
　医療者がこうした性のあり方につ
いて知る意味とはなんでしょうか。
その理由の一つは健康・社会的リス
クの把握です。LGBTQの方たちが
抱える様々な健康・社会的リスクを
知りサポートするために必要となり
ます。また、自身のアイデンティテ
ィであるセクシュアリティを理解し
てもらうということは、信頼関係を
築く上で非常に重要となります。セ
クシュアリティは他者が決めつけた
り、ラベリングしたりするものでは
なく、本人のアイデンティティであ
ること、人権として尊重されるもの
であることを十分に認識した上で、
医療者としてなんのために知るのか
というところを意識していただけた
らと思います。 （次号につづく）
（2024年２月29日、女性医師・歯科
医師の会研究会より講演録作成）
※ 掲載の図表は講演資料を転載して
います。二次使用はお控えくださ
い。

図１　LGBTQとは？

図２　LGBTQの人々がさらされている健康格差

図３　LGBTQの人々の困難を生む構造

DSM-Ⅲで作られ
一般的に知られる
ようになりまし
た。この名称はト
ランスジェンダー
であることが障害
だとラベリングさ
れてしまうことに
つながる懸念の声
が多く上がるよう
になり、2013年に
DSM-５で性別違
和（Gender dys-
phoria）という診
断名に変わりまし
た。これは自分自
身の性別について
違和感が強くあっ
て、それが著しく
苦痛を感じる状態
を疾患とみなした
ものであり、違和
感そのもの（トラ
ンスジェンダーで
あること）は疾患
でも治療の対象で
もないと考えられ
ています。2018年
にICD-11で 性 別
不合との名称がつ
けられ、2022年か
ら実際の運用が始

Ｌ（レズビアン）：女性同性愛者（性自認・性的指向が女性）
Ｇ（ゲイ）：男性同性愛者（性自認・性的指向が男性）
Ｂ （バイセクシュアル）：両性愛者（男性女性いずれも恋愛・性愛の対象となる人）
Ｔ （トランスジェンダー）：出生時に割り当てられた性別と性自認が異なる人
Ｑ （クィア）：性的マイノリティを広く指す言葉として主に当事者に用いられる
　（クエスチョニング）：セクシュアリティを決めたくない、探求中の人

性的指向・性自認は全ての人に関わるため
SOGI（ソジ）／SOGIE（ソジー）(Sexual Orientation, Gender Identity／
Expression）
という表現も主流に

HIVなどの性感染症、メンタルヘルスなど多様な健康問題を抱えやすい

●うつ、不安障害、自殺企図、喫煙・飲酒・薬物使用のリスクが高い
　―自殺未遂の経験率はGB男性は異性愛男性の約６倍
 （REACH Online 2019，日高庸晴ら）
　― 他の精神科的な合併症のない性同一性障害の方で希死念慮の生涯率

は約６割
 （自殺総合対策大綱改正に向けての要望書，2011，中塚幹也）
●日本での新規HIV感染者の約７割の感染経路が男性同性間の性的接触
 （IASR Vol.42 p213-215：2021年10月号，国立感染症研究所）
●LGBTQの人たちはがん検診の受診率が低い

　 社会からの偏見・マイノリティストレスが影響していると考えられて
いる
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券面に書かれた有効期限もしくは、2025年12月１日までのどちらか近い方の
日付まで利用できます。

◆12月2日からも保険証は使えます。

保険証の存続を求める
オンライン署名は
こちらから！

まだ間に合います！
ぜひご協力ください。

マイナンバーカードがなくても
12月以降も、

受診できます

保険証の期限が切れた後も

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は、
送られてくる資格確認書で受診できます。
資格確認書は、現在お持ちの保険証とほぼ同じ形式で、これまでの保険証と
同様に利用できます。

◆マイナンバーカードは作ったけど…、
保険証のように持ち歩くのは不安だという方へ

10月から保険証利用登録を解除することができます！
解除された方には、資格確認書が届きます。

マイナ保険証の解除の仕方…
・国民健康保険・後期高齢者医療の方は、市区町役場で、「マイナンバーカードの
健康保険証利用登録の解除申請書」をもらい、提出してください。

・その他の保険の方は、ご自身の加入する医療保険者にお問い合わせください。


